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一 

東
京
都
下
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
現
在
の
交
通
条
件
は
、
そ
の
整
備
が
著
し
く
た
ち
遅
れ
、
す
で
に

一
部
入
居
中
の
住
民
は
、
日
常
大
き
な
不
便
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。 

二 

東
京
都
下
町
田
市
方
面
は
、
相
次
ぐ
住
宅
団
地
の
建
設
に
よ
り
人
口
が
急
増
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

通
勤
対
策
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
殺
人
的
ラ
ッ
シ
ュ
に
見
舞
わ
れ
、
住
民
は
は
な
は
だ
し
い
苦
渋
を
な
め
つ
つ 

 
(2) 

鉄
道
建
設
コ
ス
ト
を
民
営
に
て
カ
バ
ー
せ
ん
と
す
る
場
合
は
、
割
高
な
運
賃
と
な
り
住
民
の
生
活
を
圧
迫

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
公
益
上
適
正
な
低
料
金
を
維
持
す
る
た
め
政
府
の
講
じ
よ
う
と
す
る
措
置
。 

(1) 

鉄
道
乗
入
れ
時
期
を
予
定
の
昭
和
四
十
九
年
よ
り
早
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
見
通
し

な
ら
び
に
政
府
の
助
成
措
置
。 

左
記
に
つ
い
て
、
政
府
の
対
策
を
問
う
。 

団
地
に
お
け
る
通
勤
対
策
お
よ
び
不
良
住
宅
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

三 

一
般
的
に
団
地
の
足
の
確
保
が
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
が
、
左
記
に
つ
い
て
、
政
府
の
責
任
あ
る
答
弁
を

求
め
る
。 

(2) 

団
地
を
対
象
と
す
る
タ
ク
シ
ー
の
増
配
車
、
団
地
内
無
線
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
団
地
の
実 

(1) 

バ
ス
交
通
に
つ
い
て
、
増
発
ダ
イ
ヤ
、
深
夜
運
行
、
停
留
地
の
適
正
化
な
ど
、
民
営
下
に
お
い
て
は
企
業

採
算
と
の
か
ね
あ
い
か
ら
、
住
民
の
希
望
が
し
ば
し
ば
無
視
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が
ふ
え
る
傾
向
に
あ

る
が
、
そ
の
対
策
い
か
ん
。 

(2) 

右
計
画
が
な
い
と
す
れ
ば
、
通
勤
地
獄
解
決
の
た
め
政
府
が
講
じ
よ
う
と
す
る
措
置
。 

(1) 

町
田
地
域
よ
り
都
心
に
通
ず
る
通
勤
用
鉄
道
を
す
み
や
か
に
増
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
具
体
的
計
画
の
有
無
と
計
画
が
あ
れ
ば
内
容
と
見
通
し
。 

あ
る
。 

左
記
に
つ
い
て
、
政
府
の
対
策
を
問
う
。 

四 

 



 

四 

最
近
、
団
地
住
宅
に
つ
い
て
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
脱
落
、
雨
漏
り
、
室
内
に
異
常
な
カ
ビ
の
多
発
、
ダ
ニ
の
大
量

発
生
な
ど
、
き
わ
め
て
不
快
か
つ
危
険
な
事
故
が
続
い
て
い
る
。
建
築
行
政
の
欠
陥
と
公
団
・
公
社
は
じ
め
業

者
の
モ
ラ
ル
の
低
下
に
起
因
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。 

(3) 

公
団
、
公
社
等
の
責
任
体
制
の
確
立
。 

(2) 

被
害
居
住
者
に
対
す
る
迅
速
適
切
な
補
償
の
方
法
。 

(1) 

公
共
住
宅
に
対
す
る
監
督
行
政
の
改
善
措
置
。 

(3) 

自
治
会
そ
の
他
住
民
組
織
に
よ
る
特
定
地
域
間
の
バ
ス
運
行
な
ど
限
定
利
用
者
対
象
の
通
勤
等
輸
送
手
段

に
つ
き
、
組
織
と
業
務
の
許
認
可
を
大
幅
に
認
め
る
よ
う
法
令
の
す
み
や
か
な
改
廃
整
備
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
方
針
い
か
ん
。 

情
に
か
ん
が
み
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
措
置
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
が
、
陸
運
行
政
の
方
針
い
か
ん
。 

左
記
に
つ
い
て
政
府
の
対
策
を
問
う
。 

五 

 



 

 

六 

(4) 
不
良
業
者
に
対
す
る
制
裁
措
置
。 

右
質
問
す
る
。 


